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概 要 

応 用 分 野 

本研究の目的は、地下水を将来にわたって持続的に利用できる環境を守るため必要なリアルタイ
ム地下水モニタリングシステムを開発することです。MEMS (Micro Electro Mechanical Systems)や  
IoT (Internet of Things) 技術を応用して地下水の流向、流速、水質をリアルタイムかつ遠隔で監視
できるシステムとセンサに関する研究を行っています。  
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研 究 内 容 

 
 

本研究では、県内にある水道水源井戸及び地盤沈下監視井戸内の地下水を実時間かつ遠隔で 
モニタリングできるシステムやセンサの開発を行っています。 

IoT技術により   

地下水を実時間で
遠隔モニタリング 

可能 

 リアルタイム地下水モニタリングシステム 

県内には地下水をモニタリングするため総29カ所の井戸がある。各井戸に通信モジュール

とセンサからなるモニタリングシステムを備え、地下水状態に関する情報を実時間で提供し
ます。 
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MEMS,半導体電子
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